
１
１
く
～
ｌ
く
く
～
１
１
～
ｆ
ｌ
～
、
～
…

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
、
伽
教
学
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
六
年
は
じ

め
、
来
日
中
で
あ
っ
た
Ｐ
・
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
教
授
に
よ
る
大
谷
大
学
に
お

け
る
講
演
が
、
大
谷
学
報
“
巻
３
号
に
の
せ
ら
れ
て
、
コ
ー
ー
ロ
ヅ
パ
、
と

く
に
フ
ラ
ン
ス
学
界
の
現
状
が
傭
瞼
的
に
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
の

最
高
峰
た
る
教
授
の
識
見
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
又
、
東
方
宗
教

”
・
肥
・
釦
号
に
は
棡
井
文
雅
氏
に
よ
っ
て
、
一
九
六
四
年
ま
で
三
ヶ
年

に
わ
た
る
留
学
生
活
に
よ
る
見
聞
が
広
く
委
細
に
懇
切
に
、
フ
ラ
ン
ス
東

洋
学
の
近
況
ｌ
中
国
学
を
中
心
と
し
て
ｌ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以

上
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
の
現
状
の
大
体
は
知
り
得
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
私
は
一
九
六
五
年
十
月
よ
り
二
ヶ
年
間
に
見
聞
し
え
た
フ
ラ
ン

ス
伽
教
学
・
東
洋
学
な
ら
び
に
日
本
学
に
つ
い
て
、
身
近
か
に
ふ
れ
た
印

象
の
ま
ま
に
し
る
し
て
報
告
の
一
端
に
し
た
い
と
思
う
。

留
学
と
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
異
質
な
る
も
の
に
ふ
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
体
験
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様

な
学
界
一
三
－
ス
の
紙
上
を
か
り
て
い
う
こ
と
を
許
し
て
頂
き
た
い
と
思

う
が
、
渡
佛
後
間
も
な
い
病
院
生
活
は
、
強
烈
な
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
人
の
性
格

フ
ラ
ン
ス
佛
教
学
、
日
本
学

に
つ
い
て
の
雑
感

日
士
わ
か

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
・
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
の
教
授
と
講
義

、
①

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
あ
る
画
。
ｏ
］
①
弔
尻
ゅ
茸
昌
①
号
印
国
四
貝
①
、
閃
目
：
α
は
、

第
四
部
門
が
、
砿
。
』
⑦
国
ｇ
印
巨
牌
○
国
名
①
め
鼻
嘗
冒
冒
唱
名
⑦
ぃ
で
あ
り
、

佛
教
学
、
東
洋
学
、
日
本
学
関
係
の
講
義
は
大
体
こ
こ
で
行
な
わ
れ
る
。

第
五
部
門
の
宗
教
講
座
も
あ
る
が
、
第
四
部
門
の
歴
史
、
文
献
学
部
門
に

大
体
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
佛
教
学
の
特
徴
を
示
し
て

い
る
と
い
え
る
と
思
う
。

ル
イ
・
ル
ヌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
巳
“
罰
の
国
○
口
教
授
は
一
九
六
六
年
八
月
物
故
さ
れ

た
が
、
先
生
の
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
に
お
け
る
講
義
は
ヴ
ェ
ー
ダ
や
パ
ー

’
三
文
典
等
で
あ
っ
た
。
聴
講
者
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
の
冨
己
巴
‐

旨
（
〕
且
氏
や
イ
ン
ド
の
更
一
鼻
冨
号
騨
昌
昏
氏
（
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
フ
ラ
ン
ス
国

立
中
央
科
学
院
研
究
員
）
等
を
は
じ
め
、
い
つ
も
七
、
八
名
。
。
〈
’
’
一

に
じ
か
に
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
又
、
冷
酷
な
ま
で
の
合
理
精
神
と
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
共
通
の
心
の
場
を
み
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
と
き
、
遙
か
に
想
う
日
本
は
、
い
か
に
う
ま
し
国
の
な
ご
や
か
さ
を
た

た
え
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
人
に
幟
れ
、
フ
ラ
ン
ス

の
風
土
に
な
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
と
し
て
の
目
に
う
つ

っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
実
社
会
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
事
情
も
の
み
こ
め
、

背
後
の
思
想
、
宗
教
へ
の
理
解
も
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
渡

佛
後
た
だ
ち
に
接
触
し
た
教
授
た
ち
や
学
友
た
ち
と
の
交
わ
り
は
、
は
じ

め
か
ら
吸
い
、
ま
た
遠
慮
が
ち
な
思
い
や
り
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な

つ
か
し
い
想
い
出
を
も
っ
て
私
は
い
つ
も
、
教
授
や
諸
学
友
の
あ
れ
こ
才

ゞ
Ｌ

を
お
も
う
の
で
あ
る
。

79



’
一
文
典
の
一
部
に
は
私
も
聴
講
出
席
し
た
が
、
目
を
閉
じ
て
淳
之
と
説
き

さ
る
先
生
が
、
時
と
し
て
急
に
こ
ち
ら
を
む
か
れ
、
後
の
佛
教
の
諭
書

の
中
に
．
〈
－
’
三
の
論
理
が
入
っ
て
い
る
の
だ
と
指
摘
さ
れ
、
日
本
か
ら

の
留
学
者
に
語
り
か
け
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
私
は
ひ
き
つ
づ
き

先
生
の
講
筵
に
列
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
知
識
の
一
端
を
も
身
に
つ
け

た
い
と
ね
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
あ
の
重
厚
な
碩
学
は
、
盲
腸
炎
の
手

術
の
余
後
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
田
舎
で
ヴ
ァ
カ
ン
ス
の
間
に
急
逝
さ
れ

②

て
し
ま
っ
た
。
先
生
の
業
績
は
今
さ
ら
こ
こ
に
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
イ

ン
ド
学
者
の
先
生
が
日
本
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
を
先
生
み

ず
か
ら
の
言
葉
か
ら
、
又
、
未
亡
人
と
な
ら
れ
た
旨
・
わ
．
局
。
己
○
国
夫

人
の
口
か
ら
よ
く
き
か
ざ
れ
た
。
巨
・
‐
切
両
①
〕
５
二
夫
人
に
は
○
○
国
趣
①
の

国
ご
Ｑ
二
言
の
日
の
フ
ラ
ン
ス
訳
Ｆ
①
園
○
口
目
ご
切
目
。
ｐ
ｐ
ｍ
８
口
①
脇
①
ロ
８

２
伽
○
国
愚
ぐ
の
ぎ
弓
。
目
の
鼻
（
冒
胃
具
）
が
あ
る
。
先
生
は
か
っ
て
東
京
の

日
佛
会
館
館
長
で
あ
ら
れ
た
し
、
先
生
の
お
話
に
は
辻
直
四
郎
先
生
の
こ

と
、
大
地
原
助
教
授
の
こ
と
が
よ
く
出
て
、
又
、
山
口
益
先
生
の
安
否
を

お
会
い
す
る
度
毎
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
大
地
原
助
教
授
と
は
民
酔

か
涛
牢
胃
昌
の
共
訳
の
仕
事
を
続
行
中
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の

野
の
中
の
先
生
の
墓
前
に
ま
い
っ
た
と
き
、
Ｆ
ｏ
巳
ｍ
園
の
ロ
。
旨
〕
畠
の
日
耳
の

烏
冒
目
の
貸
目
と
刻
ま
れ
た
質
素
な
墓
石
の
上
に
は
バ
ラ
が
植
え
ら
れ

て
あ
っ
た
。

ル
ヌ
ー
先
生
の
あ
と
を
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
で
つ
が
れ
た
の
は
、
Ｐ
・
フ

ィ
リ
オ
ザ
国
巨
○
Ｎ
胃
氏
で
あ
る
。
Ｊ
、
フ
ィ
リ
オ
ザ
教
授
の
御
子
息
に

あ
た
る
。
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
の
方
を
つ
が
れ
た
の
は
カ
イ
ャ
ー
ｏ
愛
三
胃
女
史
。

オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
と
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
講
義
を
提

携
し
あ
っ
て
、
文
法
や
文
学
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
。

ア
ン
ド
レ
・
ゞ
〈
ロ
ー
ン
目
乱
罵
目
。
騨
匡
教
授
は
、
。
〈
－
リ
語
佛
典
や

漢
訳
佛
典
の
講
読
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
浬
梁
経
や
く
旨
昌
騨
営
冨
冨
）

又
、
時
に
は
密
教
の
儀
軌
等
を
、
学
生
の
要
望
に
答
え
て
よ
ん
で
い
ら
れ

た
。
学
生
の
中
に
は
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
ラ
モ
ッ
ト
師
の
も
と
に
い
た
学
生

も
い
た
し
、
篤
学
な
フ
ラ
ン
ス
人
学
生
の
中
に
交
っ
て
、
タ
イ
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
か
ら
き
た
人
た
ち
も
い
た
。
ラ
モ
ッ
ト
師
の
声
望
は
今
こ
こ
に
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
学
生
は
ル
ー
ヴ
ァ
ン
、
・
く
り
と
ゆ
き
き
が
あ
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
バ
ロ
ー
教
授
は
み
る
か
ら
に
篤
実
な
学
究
で
あ
り
謙
虚
な
人
で

あ
っ
た
。
次
々
と
著
作
を
出
さ
れ
、
”
①
号
①
Ｈ
ｏ
胃
め
め
日
置
冨
○
唱
名
三
の

ロ
自
国
貝
三
彦
湧
（
言
］
鼠
房
め
め
口
角
四
ｇ
国
］
畠
昇
］
閉
ぐ
冒
騨
望
四
直
冨
屏
四
凹
己
？

Ｆ
Ｄ

、

５
口
い
、
（
両
。
ｇ
①
洋
凹
ロ
Ｃ
巴
⑩
の
Ｑ
同
算
乱
昌
①
‐
○
国
①
昇
．
畠
困
）
又
、
弓
の
印

Ｕ

吋
呂
四
○
国
め
：
巳
与
：
目
胃
（
国
○
口
目
亘
め
目
）
令
畠
ｇ
〕
ら
霞
）
そ
の
他
、

文
庫
本
の
嗣
○
且
（
三
四
を
店
等
で
よ
く
み
か
け
た
。

Ｊ
・
フ
ィ
リ
オ
ザ
］
の
臼
］
司
昌
５
国
月
教
授
は
多
角
的
な
イ
ン
ド
学
者
で
、

佛
教
は
密
教
の
タ
ン
ト
ラ
か
ら
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
！
、
佛
教
寺
院
建
築
に

至
る
ま
で
講
義
を
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
』
冒
号
巳
騨
閻
呂
の
の
編
纂
・
執
筆
。

講
義
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
・
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
、
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、

ま
た
、
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
Ｉ
に
お
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
プ
ノ
ン
・
ヘ
ン
に

お
い
て
と
席
あ
た
た
ま
る
暖
な
く
、
活
動
的
に
の
○
．
試
芯
驚
冨
武
名
の
の

席
上
に
等
冬
多
才
を
発
椰
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
で
は
、

密
教
の
儀
式
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
や
寺
院
建
築
の
宅
国
ｍ
且
四
目
四
ご
§
ご
沙

を
読
ん
で
い
ら
れ
た
。
講
義
に
は
チ
↑
ヘ
ッ
ト
佛
教
学
の
マ
グ
ド
ナ
ル
ド

ョ
勲
３
９
国
富
女
史
、
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
、
、
へ
’
一
ス
テ
ィ
園
曾
蔚
営
女
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史
、
マ
ル
マ
ン
冒
騨
冒
己
四
国
女
史
ら
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
の
ブ
ハ
ッ
タ

チ
ャ
ル
ャ
氏
等
十
名
ほ
ど
が
い
つ
も
出
て
い
る
。
私
が
出
て
い
っ
た
と
き

寺
ヘ
ニ
ろ
プ
ィ
ー
女
史
は
、
「
今
年
の
講
義
は
、
佛
教
学
に
は
あ
ま
り
関
係

が
な
い
の
で
す
が
」
と
い
っ
て
い
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
佛
教
学
の
現
在

の
傾
向
の
一
端
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で

実
証
よ
り
入
ろ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
合
理
精
神
の
あ
ら
わ
れ
の
よ
う
で
も

あ
る
。
教
授
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ャ
ヘ
一
寸
の
間
に
い
っ
て
こ
ら
れ
て
は
撮
っ

て
き
た
佛
塔
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
、
み
な
興
に
の
っ
て
あ
れ
こ
れ
さ
わ
ぐ

の
も
、
造
型
や
美
術
に
敏
感
な
フ
ラ
ン
ス
人
ら
し
か
っ
た
。
中
で
も
、
、
へ
｜
｜

ス
テ
ィ
ー
女
史
は
そ
の
よ
う
な
と
き
、
フ
ィ
リ
オ
ザ
教
授
の
説
に
対
し
、

助
言
と
主
張
を
よ
く
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｍ
・
ラ
ル
ー
旨
胃
。
畠
①
Ｆ
巴
○
自
女
史
は
一
九
六
五
年
ま
で
オ
ー
ト
ゼ

チ
ュ
ー
ド
に
お
ら
れ
た
が
、
停
年
退
職
、
そ
の
あ
と
に
は
前
記
の
Ｐ

冨
騨
ａ
○
国
四
国
女
史
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
佛
像
に
つ
い
て
、
又
、
十
四
世
紀

の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
記
録
に
つ
い
て
等
を
講
じ
て
い
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
女

③

史
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の
マ
ン
ダ
ラ
に
関
す
る
著
作
が
あ
る
。
ラ
ル
ー
女
史
は

今
年
一
月
逝
去
さ
れ
た
が
、
こ
こ
二
、
三
年
病
気
が
ち
で
、
ビ
ブ
リ
オ
グ

ラ
フ
ィ
ー
・
ブ
ッ
デ
イ
ッ
ク
の
仕
事
も
そ
の
中
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
仕
事
の
後
継
者
が
仲
盈
な
い
と
、
か
こ
っ
て
い
ら
れ
た
が
、
マ
ル
タ
ン

・
デ
ュ
・
ギ
ャ
ー
ル
旨
胃
陸
己
号
の
胃
（
一
嬢
が
、
よ
く
身
辺
に
あ
っ
た
し
、

そ
の
辺
で
今
後
の
仕
事
は
つ
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
な
い
か
と
思
う
。
彼

女
と
は
コ
レ
ジ
ュ
。
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ス
タ
イ
ン
教
授
の
講
義
で
よ
く
一

緒
に
な
っ
た
。
「
チ
ポ
ー
家
の
人
を
」
の
作
家
、
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ギ
ャ

ー
ル
の
姪
に
あ
た
る
。
ラ
ル
ー
女
史
は
．
〈
リ
国
民
書
図
館
の
チ
ベ
ッ
ト
の

マ
ヌ
ス
ク
リ
を
整
理
し
て
、
目
ぐ
①
国
冨
時
①
烏
の
冨
曽
旨
９
国
菌
武
展
国
旨
め

号
弓
（
〕
こ
の
ご
‐
ご
巨
曽
弱
を
出
さ
れ
、
。
ヘ
リ
オ
将
来
本
に
照
明
を
与
え
ら
れ

た
が
、
厳
粛
な
女
流
学
者
で
あ
っ
た
。
私
に
は
大
学
の
か
え
り
に
電
話
を

か
け
て
先
生
の
御
宅
に
始
終
く
る
よ
う
に
と
仰
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
に
、

病
身
が
お
つ
か
れ
に
な
る
か
ら
と
い
う
身
辺
の
方
の
配
慮
も
あ
り
、
度
々

お
邪
魔
も
せ
ぬ
中
、
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
さ
び
し
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

せ
め
て
御
存
命
中
、
先
生
の
お
話
を
う
か
が
え
た
こ
と
を
も
っ
て
喜
び
と

し
、
あ
の
女
流
学
者
の
冥
福
を
い
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。
先
生
か
ら
は
、

お
話
の
片
々
の
中
に
、
私
は
示
唆
と
御
教
示
を
頂
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
先
生
や
ス
イ
ス
の
レ
ガ
ミ
ー
教
授
ら
と
の
親
交
の
さ
ま
も

う
か
が
え
て
、
古
い
立
派
な
学
者
の
系
列
に
入
っ
て
い
ら
れ
た
。
山
口
益

先
生
の
お
話
も
瞳
々
で
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
に
は
以
上
の
他
に
、
イ
ン
ド
学
関
係
の
講
義
は
二
、

三
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
イ
ン
ド

学
、
佛
教
学
の
講
義
は
、
い
ず
れ
も
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
内
の
イ
ン
ド
学
研
究
所

で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
廊
下
よ
り
更
に
低
く
階
段
を
降
り
た
室
に
は
、
更

に
四
つ
ほ
ど
の
小
室
が
ま
わ
り
に
附
属
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
フ
ー
シ
ェ
、

シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
、
セ
ナ
ー
ル
と
か
の
室
と
な
っ
て
い
て
、
い
ず
れ

も
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ら
の
学
者
の
蔵
耆
が
お
か
れ
て
い
た
。
ル
ヌ
ー
先
生

は
そ
こ
の
主
任
を
し
て
お
ら
れ
た
が
、
い
ま
は
ブ
ィ
リ
オ
ザ
教
授
で
あ
る
。

イ
ン
ド
学
研
究
所
と
す
一
」
し
隔
て
て
、
中
国
学
研
究
所
が
あ
り
、
ド
ミ

エ
ヴ
ィ
ル
先
生
退
官
後
は
、
蒙
古
学
の
ア
ン
ビ
ス
国
四
日
豆
の
教
授
が
主

任
で
あ
る
。
中
国
学
関
係
の
こ
と
に
関
し
て
は
隔
井
氏
が
、
委
細
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。
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イ
ン
ド
学
と
中
国
学
研
究
所
と
は
、
両
ど
な
り
に
あ
っ
て
も
日
本
学
研

究
所
は
未
だ
な
く
、
そ
の
設
立
は
一
両
年
の
う
ち
に
実
現
す
る
と
き
い
て

い
る
が
、
現
在
そ
の
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
の
講
義
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
二
階

左
の
建
物
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ア
グ
ノ
エ
ル
函
侭
ロ
①
口
四
宮
。
Ｈ
教
授
は
、
日
本
学
者
と
し
て
、
オ
ー
ト

ゼ
チ
ュ
ー
ド
で
は
日
本
文
学
の
他
に
日
本
佛
教
を
も
担
当
さ
れ
て
い
た
が
、

最
近
で
は
実
際
は
日
本
佛
教
の
方
は
同
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
教
授
の
本
領
は
言
語
学
に
あ
っ
て
、
国
語
学
（
日
本

の
）
を
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
蒙
古
語
等
友
と
の
比
較
か
ら
き
か
さ
れ
る
と
、

時
に
か
な
わ
な
く
な
っ
て
き
て
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
の
つ
よ
み

で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
日
本
語
の
性
格
を
、
思
い
知
っ
た
と
思
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

ア
グ
ノ
エ
ル
先
生
も
昨
年
停
年
と
な
ら
れ
、
そ
の
あ
と
に
は
フ
ラ
ン
ク

田
３
口
丙
教
授
が
あ
る
。
同
氏
は
今
昔
物
語
の
フ
ラ
ン
ス
訳
を
い
よ
い
よ

ユ
ネ
ス
コ
よ
り
出
さ
れ
た
と
、
最
近
、
消
息
を
う
け
と
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
日
本
文
学
研
究
を
本
領
と
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
佛
教
信
仰
史
に
深

い
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
心
情
に
よ
る
佛
教
の
う
け
と
め
方
に

１
’
－
－
ク
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
の
講
義
は
、
今

昔
物
語
や
三
宝
絵
詞
、
大
和
物
語
等
。
今
年
は
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
日

本
の
諸
尊
像
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
中
国
の
方
は
ソ
ワ
ミ
エ
の
Ｂ
雪
昌
。
教

授
が
う
け
も
っ
て
、
そ
の
共
同
の
仕
事
で
あ
る
。
今
夏
、
そ
の
仕
事
の
た

め
来
日
の
予
定
で
あ
る
。
パ
リ
の
日
本
学
は
、
中
堅
の
フ
ラ
ン
ク
教
授
を

中
心
に
つ
よ
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
東
洋
語
学
校
の
シ
ヅ
フ
ェ
ル
盟
島
の
再

教
授
に
は
世
阿
弥
の
能
楽
論
の
フ
ラ
ン
ス
訳
あ
り
、
ま
た
新
進
気
鋭
の
日

本
学
者
が
輩
出
し
て
き
て
い
る
。
雪
フ
ー
ュ
国
野
邑
嬢
も
東
洋
語
学
校

に
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
が
、
日
本
歴
史
専
攻
。
古
代
経
済
史
を
や
っ
た
が
、

鋭
い
史
眼
を
も
っ
て
い
て
、
今
は
御
堂
関
白
記
を
よ
ん
で
い
る
が
、
そ
の

中
の
佛
教
に
関
す
る
項
目
は
度
々
質
問
さ
れ
て
、
そ
れ
は
伽
教
学
辞
典
に

は
出
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
。
今
さ
ら
な
が
ら
実
際
に
調
査
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
の
多
い
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
の
仙

教
学
者
の
書
い
た
も
の
と
、
ラ
モ
ッ
ト
師
の
も
の
と
を
あ
わ
せ
よ
ん
で
、

読
後
感
を
き
か
さ
れ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
も
つ
基
礎
学
力
に
は
さ
す

が
に
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
他
、
日
本
学
に
は
オ
リ
ガ
ス

○
嵐
咽
印
、
マ
イ
ス
冨
昌
、
氏
ら
の
有
為
な
青
年
た
ち
が
あ
る
。
オ
ー
ト

ゼ
チ
ュ
ー
ド
も
東
洋
語
学
校
も
、
聴
講
者
は
両
方
、
任
意
に
き
く
事
が
で

き
て
、
フ
ラ
ン
ク
氏
の
講
義
に
は
東
洋
語
学
校
か
ら
も
き
て
い
た
が
、
ダ

ヴ
ィ
ッ
ド
旨
．
己
煙
ぐ
己
女
史
（
前
チ
ュ
ル
ヌ
ス
キ
ー
博
物
節
刷
館
長
、

Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
研
究
員
）
や
、
オ
シ
ュ
コ
ル
ヌ
四
四
口
ｇ
の
Ｃ
Ｏ
目
の
（
ギ
ュ
メ
博

物
館
図
書
室
長
）
女
史
が
い
つ
も
出
席
し
て
、
そ
の
と
き
は
み
な
よ
く
話

し
、
夕
方
の
パ
リ
の
町
を
つ
れ
だ
っ
て
帰
っ
た
の
も
、
い
ま
は
た
の
し
い

思
い
出
で
あ
る
。

オ
ー
ド
ゼ
チ
『
－
－
ド
第
五
部
門
は
“
ｏ
』
①
』
月
の
“
Ｈ
呂
唱
ｃ
扇
①
“
で
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
ア
フ
リ
カ
等
の
諸
宗
教
が
主
な
る
講
義
内
容
で
あ
る
。

東
洋
の
宗
教
と
し
て
は
、
ス
タ
イ
ン
局
．
津
。
旨
教
授
の
中
国
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト

の
民
間
信
仰
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
る
。
日
本
の
宗
教
は
、
前
記
ア
グ
ノ

エ
ル
教
授
に
よ
っ
て
実
際
は
休
講
と
な
っ
て
い
た
。

コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
（
）
昌
扉
鳴
号
弓
尾
秒
ご
＄
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ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
先
生
は
、
故
ル
ヌ
ー
先
生
と
相
並
ん
で
、
東
洋
学
界
の

栄
誉
を
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
が
一
九
六
五
年
退
官
、
そ
の
あ
と
に
は
ア
ン

ビ
ス
教
授
が
お
ら
れ
る
が
、
な
お
ジ
ェ
ル
ネ
教
授
の
あ
る
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
「
古
代
支
那
」
（
福
井
氏
訳
、
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
）
の
著
者
で
あ

る
。
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
講
義
さ
れ
る
の
は
ア
ン
ビ
ス
教
授
で

あ
る
。
講
義
は
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
教
授
は
一
九
六
六
年
、
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
入
ら

れ
た
が
、
中
国
及
び
チ
。
ヘ
ッ
ト
学
を
講
じ
、
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
先
生
退
官
後

光
を
放
っ
て
お
ら
れ
る
。
あ
の
就
任
講
演
の
夕
、
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
。
フ
ラ

ン
ス
の
大
教
室
に
は
多
彩
な
人
倉
が
集
い
、
二
時
間
に
わ
た
っ
て
説
き
つ

づ
け
た
ス
タ
イ
ン
教
授
の
博
学
と
迫
力
と
は
充
分
に
人
盈
を
感
助
せ
し
む

る
も
の
で
あ
っ
た
。
宗
教
社
会
学
と
も
い
う
ゞ
へ
き
も
の
を
方
法
術
の
中
に

導
入
し
て
、
チ
↑
ヘ
ッ
ト
、
中
国
、
日
本
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
か
け
ず
り
め
ぐ
っ

て
の
講
演
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
、
ヴ
｝
一
ト
ナ
ム
人
の
ス
タ
イ
ン
夫
人
が
聴

衆
の
中
央
に
出
席
し
て
い
た
の
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
教
授
の
コ
レ
ジ
ュ

・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
平
素
の
講
義
は
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
唐
蕃

会
盟
碑
の
読
解
の
二
で
あ
る
が
、
そ
の
講
義
の
た
め
に
十
年
間
の
研
究
の

内
容
を
つ
ぎ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
聴
講
者
は
十
教
名
内
外
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
よ
う
な
形
式
に
み
え
る
が
、
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
教
授
に
む
か
っ
て
質
問
そ
の
他
一
切
は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
文
字

通
り
、
最
高
学
府
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
公
開
で
あ
り

な
が
ら
。
ス
タ
イ
ン
教
授
の
講
義
に
は
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ギ
ャ
ー
ル
嬢

も
く
る
し
、
又
、
今
年
秋
、
法
宝
義
林
の
仕
事
の
た
め
に
京
都
に
く
る
サ

イ
デ
ル
シ
ロ
ロ
四
肝
昼
巴
嬢
も
い
る
。
ス
タ
イ
ン
教
授
の
講
義
は
チ
、
ヘ
ッ

ト
か
ら
日
本
へ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
縦
枇
無
尽
、
そ
の
迫
力
は
定
評
が
あ
り
、

ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
先
生
の
あ
と
を
う
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
の
最
高
峰

に
達
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
が
、
一
旦
、
近
く
に
接
し
て
お
話

を
す
る
と
き
は
、
何
と
人
な
っ
っ
こ
い
先
生
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
ま
た
ま

隣
席
で
夕
食
を
し
た
折
、
酒
は
一
滴
も
の
ま
れ
ず
水
ば
か
り
。
最
後
の
コ

ー
ヒ
ー
も
夜
ね
む
れ
な
い
か
ら
と
の
ま
れ
ず
で
あ
っ
た
。
大
谷
大
学
西
蔵

大
蔵
経
影
印
版
の
仕
事
の
話
が
出
た
折
、
先
生
は
、
あ
あ
恐
る
ゞ
へ
き
仕
事

だ
と
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
つ
け
加
え
ら
れ
た
、
東
洋
文
庫
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト

文
献
も
出
し
て
く
れ
た
ら
と
。
私
は
・
く
り
の
国
民
図
書
館
の
膨
大
な
東
洋

部
資
料
を
思
い
う
か
べ
て
い
た
。
ゆ
き
と
ど
い
た
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
の

保
管
、
中
央
ア
ジ
ャ
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
断
簡
の
調
査
、
・
ヘ
リ
オ
将
来
敦
恨

辿
舶
等
を
・
そ
れ
ら
は
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
勿
論
、

閲
覧
に
は
至
極
親
切
で
あ
る
け
れ
ど
も
。

、
、
、
ユ
ス
砲
・
巨
匡
“
教
授
は
辿
年
つ
づ
け
て
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
－
の
講

義
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
Ｆ
①
⑳
目
も
凹
黒
匡
可
四
口
曾
昌
唱
鼻
５
］
〕
と
池

し
て
。
造
型
学
よ
り
佛
教
哲
学
に
入
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
、
。
ハ
ー
リ
、
中
国
語
、
日
本
語
等
よ
く
読
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
Ｉ
と
経
典
読
解
か
ら
、
ひ
ら
め
き
の
よ
う

に
佛
教
哲
学
が
発
出
す
る
。
ミ
ュ
ス
教
授
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
の
聴
講

者
は
多
く
て
、
い
ろ
い
ろ
の
人
に
そ
こ
で
会
い
、
ま
た
紹
介
さ
れ
た
り
す
る
。

前
記
ベ
ー
ー
ス
テ
ィ
ー
夫
人
は
、
こ
の
識
座
の
最
後
に
ジ
ャ
ワ
の
佛
像
や
辿

跡
を
映
写
、
説
明
し
た
り
す
る
。
ミ
ュ
ス
教
授
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
そ
の
著
作
を
よ
く
よ
み
考
え
て
み
た
い
と
思
わ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

づ
く
）
○
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国
民
図
書
館
国
璽
ざ
弓
２
房
ｚ
翼
ご
冒
里
の
東
洋
部
に
は
、
敦
煙
の
．
ヘ

リ
オ
将
来
の
遺
物
や
中
央
ア
ジ
ヤ
の
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
を
多
く
蔵
し
、
ギ

’
一
ヤ
ー
ル
○
三
四
〕
四
皇
女
史
が
、
東
洋
部
の
部
長
で
あ
り
、
・
へ
リ
オ
の

義
弟
が
、
・
ヘ
リ
オ
将
来
文
書
の
整
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
又
、
中
国
人
の

呉
其
晃
氏
も
そ
の
こ
と
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
愛
想
の
い
い
呉
氏
に
は
幾

度
も
、
大
谷
大
学
か
ら
北
京
版
西
蔵
蔵
経
の
カ
ン
ジ
ュ
ー
ル
目
録
が
出
る

の
は
い
つ
で
す
か
、
ま
っ
て
る
の
で
す
よ
、
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
閲
覧
室
の
中
二
階
で
、
影
印
版
西
蔵
蔵
経
を
み
た
と
き
は
、
え
も
い

わ
れ
ぬ
感
慨
を
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ギ
ュ
メ
博
物
館
旨
自
照
の
阜
昌
昌
禺
は
周
知
の
通
り
、
ル
ー
ブ
ル
の
東

洋
関
係
の
も
の
を
蔵
し
て
い
る
博
物
館
で
あ
り
、
バ
コ
ー
や
ア
ヅ
カ
シ
の

収
集
品
に
お
目
に
か
か
る
。
又
、
図
書
室
を
有
し
、
そ
の
室
長
は
オ
シ

ュ
コ
ル
ヌ
女
史
。
地
味
な
誠
実
あ
る
お
人
柄
に
、
ど
れ
ほ
ど
お
世
話
に
な

り
、
又
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ギ
ュ
メ
博
物

館
に
は
研
究
員
今
ヘ
ー
ー
ス
テ
ィ
ー
女
史
、
マ
ル
マ
ン
女
史
、
館
長
オ
ー
ボ
ワ

イ
エ
］
陛
号
目
①
Ｈ
女
史
ら
等
を
あ
り
、
全
く
女
性
の
み
の
城
と
な
っ

た
の
は
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
マ
ン
女
史
に
は
イ
コ
ノ
グ
ラ

④

フ
ィ
ー
の
観
音
の
研
究
が
あ
る
。
又
、
ギ
ュ
メ
か
ら
は
年
を
書
物
が
刊
行

さ
れ
て
い
て
、
マ
ス
。
へ
ロ
国
．
ご
固
め
胃
３
の
国
黒
昌
吊
鼻
目
印
は
目
‐

言
）
ョ
わ
号
盲
つ
言
①
ど
］
ｇ
①
二
の
が
最
近
に
は
出
て
い
る
が
、
法
ロ
己
旦
①
、

フ
ィ
リ
オ
ザ
教
授
は
こ
こ
で
は
、
タ
ム
ー
ル
語
の
文
献
の
解
読
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

目
昌
ご
服
の
○
且
目
鼻
と
し
て
一
八
八
○
年
以
来
、
続
刊
さ
れ
て
い
る
。

雑
誌
は
閃
の
ぐ
自
の
号
Ｆ
〕
閏
降
９
吋
①
烏
、
”
昌
唱
○
易
と
シ
ヰ
の
少
、
園
は
‐

名
①
⑱
が
あ
り
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
や
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
の
学
術
雑
誌
に
あ

た
る
と
い
え
よ
う
。

書
物
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
、
ビ
ュ
ル
フ
の
法
華
経
亭
○
冨
、
号
旨

９
コ
目
①
旨
や
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
同
冒
号
Ｑ
ぐ
旨
困
菖
○
の
等
が

復
刊
に
な
る
は
こ
び
と
な
っ
て
い
る
（
賃
言
①
］
〕
‐
旨
目
、
○
コ
目
①
ロ
ョ
の
）
。
又
、

うぐ

ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ
の
普
邑
①
め
す
胃
吊
号
国
○
二
呂
冒
は
、
本
屋
の
店

頭
で
よ
く
み
か
け
た
。

ア
ジ
ヤ
協
会
ぎ
ゐ
忌
註
シ
巴
翼
旨
臣
の

月
一
回
の
催
し
に
は
二
名
ほ
ど
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
雑
誌
言
自
己
巴

鈩
の
旨
武
名
の
を
出
し
て
い
る
。
研
究
所
に
は
蔵
書
も
古
い
も
の
が
あ
り
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
ら
が
い
る
。

東
洋
語
学
校
因
８
詩
冒
冒
唱
①
、
く
ぎ
昌
雷
四
＠
国
の
昌
昌
の
醜

東
洋
語
学
校
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
少
し
ふ
れ
た
が
、
勿
抽
、
ひ
ろ

い
意
味
の
東
洋
語
の
学
習
が
行
な
わ
れ
る
が
、
日
本
語
科
の
学
生
は
近
年

と
み
に
ふ
え
、
十
名
内
外
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
学
年
の
み
で
数
十
名
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
有
正

氏
も
こ
こ
に
お
ら
れ
る
。

以
上
、
身
近
か
に
ふ
れ
た
点
の
み
の
概
述
で
あ
る
が
、
佛
教
学
は
、
文

献
学
と
し
て
、
又
、
イ
「
一
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
上
か
ら
把
握
さ
れ
よ
う
と
さ

84



れ
、
密
教
を
重
視
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
文
献
学
と
し
て
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文
献
を
、
チ
等
ヘ
ッ
ト
文
献
を
中
国
文
献
を
、
又
、
日
本
文
献
を

徹
底
的
に
続
解
し
よ
う
と
し
、
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
Ｉ
の
実
証
を
重
ん
じ
、

ひ
ろ
く
的
確
な
佛
教
の
性
格
、
様
相
を
つ
か
ん
で
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
。

佛
教
そ
の
も
の
の
精
神
は
、
更
に
い
か
に
し
て
そ
こ
に
も
た
さ
れ
る
、
へ
き

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
西
の
交
流
の
必
要
を
つ
よ
く
感
ず
る
の
み
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の
人
交
の
佛
教
研
究
の
熱
意
に
も
い
た
る
と
こ
ろ
で

ぶ
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
佛
教
の
教
理
研
究
に
。
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
ラ
モ
ヅ
ト

師
は
語
ら
れ
た
。
「
佛
教
の
テ
キ
ス
ト
を
ひ
も
ど
く
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
は
美
し
い
花
を
め
ず
る
が
如
く
で
あ
る
」
と
。
あ
る
若
い
神
父
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
と
佛
教
の
接
点
に
生
涯
を
さ
さ
げ
る
つ
も
り
で
す
と
語
っ
た
。

か
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
内
よ
り
白
眼
視
さ
れ
た
シ
目
呂
の
著
者
、
国
．

Ｆ
号
騨
ｏ
は
、
今
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
に
佛
教
部
門
を
担
当
し
て
重
要
な

役
割
を
果
し
て
い
る
。
東
西
の
人
の
心
は
一
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
東
と

西
と
に
異
な
っ
て
も
一
つ
で
あ
る
は
ず
の
フ
ラ
ン
ス
の
人
為
を
、
な
つ
か

し
く
思
い
か
え
す
の
で
あ
る
。

利
一
』
言
Ｆ
１①
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
Ｉ
ド
及
び
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
講
義

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
目
巨
巴
Ｈ
・
参
照
の
こ
と

②
辻
直
四
郎
博
士
「
故
冒
巳
ぃ
閃
Ｏ
ｐ
Ｃ
ｐ
博
士
主
要
著
作
目
録
」

（
東
洋
学
報
四
九
巻
四
号
）
参
照
。

国
．
司
吋
凹
己
、
シ
両
日
腎
口
○
茸
①
。
①
Ｆ
ｏ
巳
い
”
①
ロ
○
口
（
司
吋
騨
口
８
‐

少
幽
の
ｚ
・
扁
巴
参
照
。

③
芦
．
冨
色
８
○
国
四
丘
』
Ｆ
①
目
色
口
旦
四
冨
目
旨
凹
且
扁
昌
冒
巳
酔
歸
巴
冨

（
陽
旦
昌
①
ロ
‐
旨
巴
印
○
目
〕
①
ロ
ぐ
。
）

、

④
旨
．
目
．
冒
巴
冒
国
Ｐ
目
白
（
言
い
月
○
国
○
唱
名
巨
皀
①
“
胃
冨
酔
冒
‐

ご
野
一
へ
シ
Ｑ
ロ
①
己
‐
昌
凹
射
○
ロ
ロ
①
巨
く
２／

」
／

、

⑤
初
版
は
一
九
二
九
年
。
現
在
は
Ｆ
８
房
３
○
国
号
“
噴
騨
口
烏

儲
降
ｃ
の
に
入
る
。
英
訳
は

国
胄
匡
〕
Ｃ
甘
○
儲
房
Ｃ
い
且
詳
琶
Ｏ
ｍ
ｐ
Ｑ
Ｑ
丘
曾
（
ご
冨
昌
．
旧
の
○
Ｐ

ト

ー
Ｄ
ｐ
ｏ
ノ

ト
＆
く
ｒ
』、
本
書
は
ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ
博
士
よ
り
山
口
益
先
生
に
献
呈
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
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